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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:神経パターン形成中のNODALおよびBMPシグナル伝達を阻害する可能性があります（類似性による）。脳腫瘍の腫瘍抑制因子となる可能性があります。,類似性:トモレグリンファミリーに属します。,類似性:UPF0439ファミリーに属します。,類似性:1つのEGF様ドメインを含みます。,類似性:2つのKazal様ドメインを含みます。,サブユニット:ST14と相互作用する可能性があります。,組織特異性:脳で発現します。,組織特異性:主に脳で発現し、心臓、胎盤、骨格筋でも低レベルで発現します。脳腫瘍では、対照脳組織と比較して発現が低下します。,機能:神経パターン形成中のNODALおよびBMPシグナル伝達を阻害する可能性があります（類似性による）。脳腫瘍における腫瘍抑制因子となる可能性がある。,類似性：トモレグリンファミリーに属する。,類似性：UPF0439ファミリーに属する。,類似性：1つのEGF様ドメインを含む。,類似性：2つのKazal様ドメインを含む。,サブユニット：ST14と相互作用する可能性がある。,組織特異性：脳で発現する。,組織特異性：主に脳で発現し、心臓、胎盤、骨格筋でも低レベルで発現する。脳腫瘍では、対照脳組織と比較して発現が低下している。,
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	U2OS細胞溶解液のウェスタンブロット分析、TEFF1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

